




























【選択問題�】

１７ 次は，世界貿易機関（WTO）で起きたある論議についての資料である。文章中の Ａ ，

Ｂ にあてはまる語句の組合せとして適切なものを，下の�～�から一つ選べ。

解答番号は ２４ 。

論議の背景

２００６年現在，４０００万人を超える世界のヒト免疫不全ウィルス（HIV）感染者数のうち，�割以

上が発展途上国に集中している。先進国では１９９６年以降，数種類の抗レトロウィルス薬（ARV）

を組み合せた治療法が開発されて，後天性免疫不全症候群（AIDS）による死亡者数は減ってい

る。その後，インドやブラジルなどで ARVジェネリック薬の発展途上国向けの製造・輸出が始

まり，市価の�～�割で販売されるようになったことがWTOで問題となった。なお，ジェネ

リック薬は後発医薬品ともいわれ，先発医薬品と成分や規格などは同じである。通常は先発医薬

品の特許が切れた後にジェネリック薬の製造・発売が行われるが，ARVについては特許が残っ

ていた。

アメリカをはじめとする先進国の主張の要約

ARVジェネリック薬の製造・輸出を認めるべきでない。医薬品の研究開発には企業に

よる多額の投資が必要であり， Ａ の保護は資金回収と新薬開発に不可欠である。ま

た， Ａ を保護することは，グローバリゼーションの中で自国の産業競争力を強化す

るためにも重要な政策でもある。

発展途上国の主張の要約

ARVジェネリック薬の製造・輸出は認められるべきである。何よりも人々の Ｂ

を保障しなければならない。国家的緊急事態の場合， Ａ 保護の義務を免除されるこ

とは国際的にも認められている。

WTOの合意事項の要約（２００３年�月３０日 一般理事会）

ARVジェネリック薬の輸出は， Ｂ を保障するという目的にかぎって認められる

べきである。そのため，実施状況を毎年調査したり，例外的な輸出を認める ARVジェネ

リック薬には特別な包装を施したりするなど，輸入国の政府などが管理し，市場への流出

を防ぐ措置を必要とする。

Ａ Ｂ

� 学問の自由 生命や健康を享受する権利

� 学問の自由 良好な環境を享受する権利

� 知的財産権 生命や健康を享受する権利

� 知的財産権 良好な環境を享受する権利

― ３３ ― ◇Ｍ７（４３７―３１８）










